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第２２３号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

今月の表紙

市内の各学校では、多くの地域

住民が子どもたちの成長を手助

けする活動に参加しています。特

別な知識やスキルはいりません。

豊富な人生経験と、子どもに寄り

添う気持ちがあれば、誰でも活

躍の場があります。ぜひあなたも

子どもの成長を支える地域づく

りに参加してみませんか？

　
現
在
、
市
内
学
校
の
授
業
で
子
ど
も
た

ち
の
学
習
支
援
に
参
加
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
約
５
０
０
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
家
庭
科
の
学
習
支
援
に
参
加

し
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
で
き

た
！
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
他
に
も
、

登
下
校
の
見
守
り
や
学
校
の
環
境
整
備

な
ど
、
多
く
の
人
が
「
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
る
地
域
づ
く
り
」
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
全
体
で
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
支
え
、
学
校
を
核
に
住
民
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
く
活
動

を
地
域
学
校
協
働
活
動
と
い
い
、
全
国
の

地
域
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
先
進
事
例
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
小
美
玉
市
の
地
域
学
校

協
働
活
動
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
の

か
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
「
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
担
う
方
々
の
話
を
通
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を

▶地域学校協働活動について

　詳しく知りたい方へ

市内で行われている地域学校

協働活動の内容は、広報おみた

ま2024年1月号（8～9ページ）

で詳しくご紹介していますので、

併せてご覧ください。

広報おみたま

2024年1月号 ▶

010370ID

藤田さん：学校が目指していることと、

地域の私たちが無理なく楽しみながら

できることをすり合わせて実現させ、地

域の宝である子どもたちの力になりた

いと考えています。今年7月には小学1

～2年生の体力テストに保護者やコ

ミュニティの方々など20名のボラン

ティアが参加し、記録測定を行いました。

短時間で正確な測定ができたのはもち

ろんですが、大人からの励ましで記

録が伸びた子やほめられて喜ぶ子がた

くさんいました。ボランティアの皆さん

も、子どもとの交流を楽しみながら参

加してくれました。つながりが希薄化す

る時代だからこそ、地域に愛着を持つ

子どもたちを育てることが大切だと思

います。これからも、「できる人が、でき

るときに、できることを」をモットーに、

子ども、先生、住民みんなが笑顔にな

る仕組みを継続していきたいです。

家庭科の実習前に、学習支援に来てくれたボ

ランティアの皆さんを児童に紹介。話しやす

い雰囲気を作っています。

Case #1　小川南小学校・中学校

人と人とのつながりが地域への愛着に
体力テスト測定の支援

田村 智子さん

たむら ともこ

高野 和之さん

たかの かずゆき

藤田 惠弘さん

ふじた としひろ

内藤 裕一郎さん

ないとう ゆういちろう

たちばなコミュニティを代表して参加し、

反復横跳びの時間計測を担当しました。た

くさんの大人に見守られながら、子どもた

ちは楽しそうに、一生懸命に取り組んでい

ました。私も楽しい時間を過ごせました。

大塚 好蔵さん

学習支援ボランティアに

参加した
おおつか よしぞう

＼コーディネーターです／

大人いきいき
　子どもすくすく

地域　 学校のちょっといい関係

「私たちのまちを、もっと元気にしていくためには？」

「地域の宝である子どもたちの力になりたい」

そんな想いを持って学校に通う地域の大人たちはいきいきと輝き、大人

の本気に触れた子どもたちもまたすくすくと育つ。このような地域を元

気にする好循環を生み出そうと、学校を核とした地域づくり（地域学校協

働活動）が動き出しています。

地域と学校をつなぐコーディネーターに聞きました

人がつながる温かいまちとは

コーディネーターは、「学校を核とした地域づくり」

の活動を行うために地域と学校の橋渡しをする

方々です（➡5ページ）。市内では学校ごとに地域住

民の中から3名ほど（計25名）が委嘱され、学校運

営協議会やPTA、学区コミュニティ、地域住民など

と連携して活動しています。

社会教育主事は、地域住民の学習活動の支援を行

う専門的教育職員として、コーディネーターととも

に学校と地域のつなぎ役を担っています。

地 域 学 校

コーディネーターとは？
　   地域と学校をつなぐ橋渡し役 

連携・協働

コーディネーター
（地域住民）

統括コーディネーター
（教育委員会）

小美玉市教育委員会 生涯学習課

社会教育主事(統括コーディネーター）

三澤 秀生さん

みさわ ひでお
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もっと小美玉を語りたくなるマガジン

今月の表紙

市内の各学校では、多くの地域

住民が子どもたちの成長を手助

けする活動に参加しています。特

別な知識やスキルはいりません。

豊富な人生経験と、子どもに寄り

添う気持ちがあれば、誰でも活

躍の場があります。ぜひあなたも

子どもの成長を支える地域づく

りに参加してみませんか？

　
現
在
、
市
内
学
校
の
授
業
で
子
ど
も
た

ち
の
学
習
支
援
に
参
加
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
約
５
０
０
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
家
庭
科
の
学
習
支
援
に
参
加

し
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
で
き

た
！
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
他
に
も
、

登
下
校
の
見
守
り
や
学
校
の
環
境
整
備

な
ど
、
多
く
の
人
が
「
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
る
地
域
づ
く
り
」
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
全
体
で
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
支
え
、
学
校
を
核
に
住
民
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
く
活
動

を
地
域
学
校
協
働
活
動
と
い
い
、
全
国
の

地
域
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
先
進
事
例
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
小
美
玉
市
の
地
域
学
校

協
働
活
動
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
の

か
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
「
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
担
う
方
々
の
話
を
通
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を

▶地域学校協働活動について

　詳しく知りたい方へ

市内で行われている地域学校

協働活動の内容は、広報おみた

ま2024年1月号（8～9ページ）

で詳しくご紹介していますので、

併せてご覧ください。

広報おみたま

2024年1月号 ▶

010370ID

藤田さん：学校が目指していることと、

地域の私たちが無理なく楽しみながら

できることをすり合わせて実現させ、地

域の宝である子どもたちの力になりた

いと考えています。今年7月には小学1

～2年生の体力テストに保護者やコ

ミュニティの方々など20名のボラン

ティアが参加し、記録測定を行いました。

短時間で正確な測定ができたのはもち

ろんですが、大人からの励ましで記

録が伸びた子やほめられて喜ぶ子がた

くさんいました。ボランティアの皆さん

も、子どもとの交流を楽しみながら参

加してくれました。つながりが希薄化す

る時代だからこそ、地域に愛着を持つ

子どもたちを育てることが大切だと思

います。これからも、「できる人が、でき

るときに、できることを」をモットーに、

子ども、先生、住民みんなが笑顔にな

る仕組みを継続していきたいです。

家庭科の実習前に、学習支援に来てくれたボ

ランティアの皆さんを児童に紹介。話しやす

い雰囲気を作っています。

Case #1　小川南小学校・中学校

人と人とのつながりが地域への愛着に
体力テスト測定の支援

田村 智子さん

たむら ともこ

高野 和之さん

たかの かずゆき

藤田 惠弘さん

ふじた としひろ

内藤 裕一郎さん

ないとう ゆういちろう

たちばなコミュニティを代表して参加し、

反復横跳びの時間計測を担当しました。た

くさんの大人に見守られながら、子どもた

ちは楽しそうに、一生懸命に取り組んでい

ました。私も楽しい時間を過ごせました。

大塚 好蔵さん

学習支援ボランティアに

参加した
おおつか よしぞう

＼コーディネーターです／

大人いきいき
　子どもすくすく

地域　 学校のちょっといい関係

「私たちのまちを、もっと元気にしていくためには？」

「地域の宝である子どもたちの力になりたい」

そんな想いを持って学校に通う地域の大人たちはいきいきと輝き、大人

の本気に触れた子どもたちもまたすくすくと育つ。このような地域を元

気にする好循環を生み出そうと、学校を核とした地域づくり（地域学校協

働活動）が動き出しています。

地域と学校をつなぐコーディネーターに聞きました

人がつながる温かいまちとは

コーディネーターは、「学校を核とした地域づくり」

の活動を行うために地域と学校の橋渡しをする

方々です（➡5ページ）。市内では学校ごとに地域住

民の中から3名ほど（計25名）が委嘱され、学校運

営協議会やPTA、学区コミュニティ、地域住民など

と連携して活動しています。

社会教育主事は、地域住民の学習活動の支援を行

う専門的教育職員として、コーディネーターととも

に学校と地域のつなぎ役を担っています。

地 域 学 校

コーディネーターとは？
　   地域と学校をつなぐ橋渡し役 

連携・協働

コーディネーター
（地域住民）

統括コーディネーター
（教育委員会）

小美玉市教育委員会 生涯学習課

社会教育主事(統括コーディネーター）

三澤 秀生さん

みさわ ひでお
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磯部さん：学校と住民、そして住民同士

をつなぐのが、私たちコーディネーター

の役割です。家庭科や図工の学習支援

に入ってくれるボランティアの募集や、

校内に緑が多く管理が大変だという声

を受けて、現場を見て回り、課題箇所の

把握と共有をしています。学校はこの地

域に住むみんなのもの。住民同士のつ

ながりを活かして、少しずつでもみんな

で支えていけたらいいなと思います。

毎年恒例の納場っ子まつりは、今年は

11月15日（金）に開催します。先生方や

学校運営協議会と連携し、保護者や地

域の方に体験ブースのご協力をお願い

しています。子どもたちにとって多くの

学びや思い出になれば幸いです。地域

に住む私たちと、子どもや先生が、お互

いに気軽にあいさつできるような、話し

やすい関係づくりを目指して、これから

もつなぐ役割を担っていきたいです。

6年生の体育で実施した、外部の陸上

コーチを招いての走り方教室。速く走る

ための理論と実践練習を学びました。

Case #2　納場小学校

気軽にあいさつできる関係づくりを

図工の支援には初参加でした。カッターを

安全に使えるよう見守りながら、会話もは

ずんで楽しかったです。普段は登下校の見

守りをしているので、顔を覚えて声をかけ

てくれる子もいて、うれしく思います。

図工の学習支援　カッターの使い方

藤岡 里美さん

ふじおか さとみ

磯部 公一さん

いそべ きみかず

荒川 英一さん

あらかわ えいいち

学習支援ボランティアに

参加した

横山 洋子さん

よこやま ようこ

菊地さん：玉里学園のコーディネー

ターは、子どもの学習支援や登下

校の見守り、学校行事に向けた話

し合いの場などで、学校・保護者・

住民ボランティアの間を取り持つ調

整役です。今年５月のスポーツフェ

スティバル（運動会）は、それまでタ

スパだった会場を校庭に移す初の

試みで、駐車場や暑さへの対応を

どうするかといった課題がありまし

た。そのため、学校・ＰＴＡ・コミュニ

ティが会議を重ねて、駐車場の確

保や日陰を作るためのテントを用

意するなどの対策をしました。多く

の皆さんの協力を得て、無事に開

催することができてよかったです。

10月には地域主催の防災フェスを

玉里学園で初開催します。会議に

は多くの住民の皆さんが熱心に参

加してくれています。住民同士の仲

がよく、つながりが強いことも安心

感につながっていると思います。

初めて校庭で開催したスポーツフェスティ

バル。地域の皆さんが受付や誘導などに

協力してくれました。

Case #3　玉里学園義務教育学校

子どもの成長を支える地域の大人たち

主宰する着付け教室の生徒から誘われ、ミ

シンでトートバッグを作る授業の支援に参

加しました。進み具合に応じて声をかけな

がら、最後は全員がバッグを完成させてい

ました。次は別の学校でも参加予定です。

家庭科の学習支援　裁縫の授業

小玉 知子さん

こだま ともこ

羽鳥 敏政さん

はとり としまさ

菊地 かずなさん

きくち

学習支援ボランティアに

参加した

身内 ヤス子さん

みうち

＼コーディネーターです／

＼コーディネーターです／小美玉の学校を核とした地域づくり
＼あなたも参

加してみま
せんか？／

県内外から注目を集める

詳しくはこちら ▶

009163ID

各学校のコーディネーターが中心と

なって、学習支援／環境整備／安心・安

全の確保／文化・伝統の継承といった

地域学校協働活動を行っています。

学校の夏休み期間を利用して、教員と住民が子ど

も・学校・地域について話す交流会を開催し、互い

に顔の見える関係づくりを進めています。

コーディネーター
（地域住民）

地域住民

地域住民

企業・NPO

コミュニティ保護者

学校ごとに、年代

も経歴も多様な

コーディネーター

を3～4名委 嘱。

それぞれが持つ

地 域 内の ネット

ワークを活かして、

独自の取り組み

を行っています。

各学校に3～4人の

コーディネーター

注目される理由 1その

子どもの学びを

サポートするとと

もに、集まった住

民同士の交流が

深まるよう振り返

りの時間を設けて

います。同じ目的

を共有する人同士

のつながりが生ま

れています。

「地域づくり」に共感する

ゆるいネットワークを形成

注目される理由 2その
地域学校協働活動

地域学校協働活動

教員と地域住民による交流会

注目される理由 3その

文化団体

地域学校協働活動

学校を核とした地域づくり

地域住民

子ども

教員

9月18日、市内各学校のコーディネーター14名

が、他地域の事例を学ぶ研修に参加しました。

地域学校協働活動の先進地である、牛久市立ひ

たち野うしく小・中学校のコーディネーター芦田

亜里香さんが講師を務め、活動の心構えや、牛久

市の取り組み事例を学びました。

芦田さんは「子どもたちが地域を

担う大人になっていくというビ

ジョンを、地域・学校・保護者が

共有することが大事。顔の見え

る関係から地域の安心は

作られる」と語りました。

ワイワイ、ガヤガヤ！
コーディネーターの研修交流会に潜入

「地域の大人が自分たちのことをこんなに

真剣に考えている」という姿を見た子ども

たちは、いずれ地域で同じ役割を担ってく

れるはず。今後は教育に関心のない人たち

をどう巻き込むか、きっかけ作りが行政や

コーディネーターに期待されると思います。

視察に来ました

▲講義後、コーディネーター同士で今後の

　 課題や展望などを話し合い、交流しました。

常磐大学
総合政策学部准教授
ひつもと まみよ

櫃本 真美代さん

生涯学習課　生涯学習係　　0299-48-1111 （内線2263）問

あしだ

あさか
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磯部さん：学校と住民、そして住民同士

をつなぐのが、私たちコーディネーター

の役割です。家庭科や図工の学習支援

に入ってくれるボランティアの募集や、

校内に緑が多く管理が大変だという声

を受けて、現場を見て回り、課題箇所の

把握と共有をしています。学校はこの地

域に住むみんなのもの。住民同士のつ

ながりを活かして、少しずつでもみんな

で支えていけたらいいなと思います。

毎年恒例の納場っ子まつりは、今年は

11月15日（金）に開催します。先生方や

学校運営協議会と連携し、保護者や地

域の方に体験ブースのご協力をお願い

しています。子どもたちにとって多くの

学びや思い出になれば幸いです。地域

に住む私たちと、子どもや先生が、お互

いに気軽にあいさつできるような、話し

やすい関係づくりを目指して、これから

もつなぐ役割を担っていきたいです。

6年生の体育で実施した、外部の陸上

コーチを招いての走り方教室。速く走る

ための理論と実践練習を学びました。

Case #2　納場小学校

気軽にあいさつできる関係づくりを

図工の支援には初参加でした。カッターを

安全に使えるよう見守りながら、会話もは

ずんで楽しかったです。普段は登下校の見

守りをしているので、顔を覚えて声をかけ

てくれる子もいて、うれしく思います。

図工の学習支援　カッターの使い方

藤岡 里美さん

ふじおか さとみ

磯部 公一さん

いそべ きみかず

荒川 英一さん

あらかわ えいいち

学習支援ボランティアに

参加した

横山 洋子さん

よこやま ようこ

菊地さん：玉里学園のコーディネー

ターは、子どもの学習支援や登下

校の見守り、学校行事に向けた話

し合いの場などで、学校・保護者・

住民ボランティアの間を取り持つ調

整役です。今年５月のスポーツフェ

スティバル（運動会）は、それまでタ

スパだった会場を校庭に移す初の

試みで、駐車場や暑さへの対応を

どうするかといった課題がありまし

た。そのため、学校・ＰＴＡ・コミュニ

ティが会議を重ねて、駐車場の確

保や日陰を作るためのテントを用

意するなどの対策をしました。多く

の皆さんの協力を得て、無事に開

催することができてよかったです。

10月には地域主催の防災フェスを

玉里学園で初開催します。会議に

は多くの住民の皆さんが熱心に参

加してくれています。住民同士の仲

がよく、つながりが強いことも安心

感につながっていると思います。

初めて校庭で開催したスポーツフェスティ

バル。地域の皆さんが受付や誘導などに

協力してくれました。

Case #3　玉里学園義務教育学校

子どもの成長を支える地域の大人たち

主宰する着付け教室の生徒から誘われ、ミ

シンでトートバッグを作る授業の支援に参

加しました。進み具合に応じて声をかけな

がら、最後は全員がバッグを完成させてい

ました。次は別の学校でも参加予定です。

家庭科の学習支援　裁縫の授業

小玉 知子さん

こだま ともこ

羽鳥 敏政さん

はとり としまさ

菊地 かずなさん

きくち

学習支援ボランティアに

参加した

身内 ヤス子さん

みうち

＼コーディネーターです／

＼コーディネーターです／小美玉の学校を核とした地域づくり
＼あなたも参

加してみま
せんか？／

県内外から注目を集める

詳しくはこちら ▶

009163ID

各学校のコーディネーターが中心と

なって、学習支援／環境整備／安心・安

全の確保／文化・伝統の継承といった

地域学校協働活動を行っています。

学校の夏休み期間を利用して、教員と住民が子ど

も・学校・地域について話す交流会を開催し、互い

に顔の見える関係づくりを進めています。

コーディネーター
（地域住民）

地域住民

地域住民

企業・NPO

コミュニティ保護者

学校ごとに、年代

も経歴も多様な

コーディネーター

を3～4名委 嘱。

それぞれが持つ

地 域 内の ネット

ワークを活かして、

独自の取り組み

を行っています。

各学校に3～4人の

コーディネーター

注目される理由 1その

子どもの学びを

サポートするとと

もに、集まった住

民同士の交流が

深まるよう振り返

りの時間を設けて

います。同じ目的

を共有する人同士

のつながりが生ま

れています。

「地域づくり」に共感する

ゆるいネットワークを形成

注目される理由 2その
地域学校協働活動

地域学校協働活動

教員と地域住民による交流会

注目される理由 3その

文化団体

地域学校協働活動

学校を核とした地域づくり

地域住民

子ども

教員

9月18日、市内各学校のコーディネーター14名

が、他地域の事例を学ぶ研修に参加しました。

地域学校協働活動の先進地である、牛久市立ひ

たち野うしく小・中学校のコーディネーター芦田

亜里香さんが講師を務め、活動の心構えや、牛久

市の取り組み事例を学びました。

芦田さんは「子どもたちが地域を

担う大人になっていくというビ

ジョンを、地域・学校・保護者が

共有することが大事。顔の見え

る関係から地域の安心は

作られる」と語りました。

ワイワイ、ガヤガヤ！
コーディネーターの研修交流会に潜入

「地域の大人が自分たちのことをこんなに

真剣に考えている」という姿を見た子ども

たちは、いずれ地域で同じ役割を担ってく

れるはず。今後は教育に関心のない人たち

をどう巻き込むか、きっかけ作りが行政や

コーディネーターに期待されると思います。

視察に来ました

▲講義後、コーディネーター同士で今後の

　 課題や展望などを話し合い、交流しました。

常磐大学
総合政策学部准教授
ひつもと まみよ

櫃本 真美代さん

生涯学習課　生涯学習係　　0299-48-1111 （内線2263）問

あしだ

あさか
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※お名前や顔写真は、 ご本人やご家族の意向をふまえ、 ご紹介しています。

介護福祉課　高齢福祉係　☎ 0299-48-1111　（内線 3112）問

檜
ひ や ま

山 コウさん（下吉影） 横
よ こ た

田 干
かん

さん（倉数） 井
い さ か

坂 甲
こ う し ろ う

子郎さん（柴高） 加
か と う

藤 きくさん（納場）

𠮷
よしい
井 しなさん（羽鳥） 沼

ぬまじり

尻 冨
ふ き こ

貴子さん （高崎） 宮
みやうち

内 房
ふ さ こ

子さん（上玉里） 田
た む ら

村 きよさん （栗又四ケ）

祝・１００歳　おめでとうございます

今年度 100 歳を迎える方へ、 市から褒

状と記念品を贈呈し、 あわせて内閣総理

大臣と県知事からの褒状と記念品もお渡

ししました。

これからも健やかにお過ごしください。

■ 100 歳を迎える皆さん

檜山コウさん （下吉影）

横田干さん （倉数）　

 𫝆里みつ江さん （川戸）

井坂甲子郎さん （柴高）

加藤きくさん （納場）

滝タミエさん （江戸）

木村ときさん （羽刈）

小池とよさん （竹原）

横瀬きみ子さん （竹原）

嶋田きよさん （羽鳥）

𠮷井しなさん （羽鳥）

沼尻冨貴子さん （高崎）

宮内房子さん （上玉里）

田村きよさん （栗又四ケ）
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いばらき県央ふるさとワーキングホリデー２０２４

県外の大学生が小美玉市で仕事体験をしました

市民協働課　市民協働係

☎ 0299-48-1111 （内線１133）

問

9月15日、住みよい堅倉地区をつくる会（磯辺 

寛 会長）主催の防災フェスティバルが堅倉小学

校で開催されました。全校児童、保護者、住民な

どが参加し、避難訓練や防災教室、災害体験な

どを通して防災意識を高めました。6年生が参加

した防災教室では、能登半島地震への災害派遣

を経験した警察官の講話を聞いた後、災害発生

時に自分がどう行動するかをグループに分かれ

て考えました。参加した鈴木うららさんは「現地を

見た人の話を通して、ニュースだけじゃわからな

いことがわかった。地域の人の話を聞いたり、自

分の意見を言ったりできた」と語りました。

魅力発信課 移住定住推進係　☎ 0299-48 -1111 （内線 1253）問

9月１１～13日に、いばらき県央ふるさとワーキン

グホリデー（いばらき県央地域移住・定住促進協

議会主催）に参加した県外の大学生３名が市内

の株式会社保田農場、株式会社ふるさと食品公

社、株式会社東ヶ﨑ファームで仕事体験をしまし

た。参加者は「普段手にする食品の背景には、多

くの苦労があると実感しました。生産者が商品に

愛着と誇りを持って接していることが印象的で、

買い物をする際は、値段だけで価値を判断して

はいけないと思いました」などと感想を語りまし

た。

詳しくはこちら▶
ID 0 1 0 9 8 4

株式会社東ヶ﨑ファームで、 ニラの袋詰め作業をする大学生

おみたま

おたより

子どもと大人が協力して防災を考える機会に

堅倉地区で防災フェスティバルが開催されました

防災教室では 「子どもだけで登校中に大地震があったらどう

対応するか」 を考え、保護者や住民を交えて意見交換しました。

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消
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９月1日の防災の日に、倉数川前区で区に加入

する世帯を対象に防災グッズの配布が行われ

ました。配布されたのは、区が購入した防災バッ

グと市防災管理課より提供された長期保存でき

るご飯、ペンライトです。区長の近
こ ん ど う さ だ お

藤貞夫さんは

「区の役員会で、防災グッズを各世帯に配布す

ることを決めた。これを機に地震や台風など、防

災に対する区民の意識が高められれば」と語り

ました。

おみたま

おたより

9月1日は防災の日

倉数川前区で防災グッズを配布

教えてください！小美玉の旬なわだい

近所で話題の人、 季節の花々、 地域の風

物詩。 写真とともに情報をお寄せください。

魅力発信課　シティプロモーション係

☎0299-48-1111（内線1252）

問

◀ 情報提供はこちらへ

総務課 庶務係　☎ 0299-48 -1111 （内線 1275）問

市内に事業所がある日産電業株式会社（今
い ま ざ わ

澤

賢
け ん い ち ろ う

一郎　代表取締役社長：写真左）から、常陽銀

行の寄贈サービス付私募債「社会貢献応援債」

を利用した寄附２０万円をいただきました。いた

だいた寄附は、子育て応援事業に活用させてい

ただきます。

■寄贈サービス付私募債「社会貢献応援債」

常陽銀行が私募債発行企業から受け取る発行

金額の一部を学校や地方公共団体に寄附・寄贈

するサービスがついた私募債

日産電業株式会社より寄附をいただきました

お庭の外構工事はお任せください！

駐車場コンクリート舗装

雑草対策（砕石敷き・レンガ敷き）

カーポート・テラス屋根

☎ 0299-56-6022

フェンス・境界ブロック

天然芝・人口芝

ウッドデッキ

伊勢山技建

外構工事専門店

伊勢山技建株式会社
茨城県石岡市東成井911

お気軽にご相談ください

見積り ・相談無料

地域密着

施工事例多数

小美玉市初の
児童発達支援
センター

ＯＰＥＮ！
小美玉
つなぐ園
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企業版ふるさと納税を活用した

寄附をいただきました

企業版ふるさと納税を活用して、 市に寄附をい

ただいた企業をご紹介します。 寄附金は企業

の皆さまが指定された事業に活用させていただ

きます。

■岡田鈑金株式会社

本社…東京都大田区新蒲田 1-22-18

寄附金額…100 万円

寄附の使い道…ふるさと寄附金事業

■イガラシ綜業株式会社

本社…茨城県日立市幸町 2-8-6

寄附金額…非公表

寄附の使い道…出産子育てアプリ事業

■ OVER CLOCK 合同会社

本社…東京都世田谷区下馬 5-32-6

寄附金額…非公表

寄附の使い道…企業誘致事業

企業版ふるさと納税…企業が本社所在地以外の地

方公共団体が行う地方創生の取組に対して寄附を

することで、 地域振興や SDGs の達成などの社会

貢献ができるほか、 法人関係税の軽減を受けられ

るメリットがあります。

政策企画課　ふるさと納税係　

☎ 0299-48-1111　（内線 1231）

問

岡田鈑金株式会社　増
ま す だ

田　武
た け お

夫　代表取締役社長（写真左）

イガラシ綜業株式会社　五
い が ら し

十嵐　則
の り お

夫　代表取締役（写真左）

OVER CLOCK合同会社　久
く ぼ た

保田　那
と も や

也　代表（写真左）

広報おみたまに

広告を出しませんか？

☎ 0299-48-1111  内線1252

魅力発信課 シティプロモーション係

詳しくは
こちら

1号から掲載OK！
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木材利用の促進や普及啓発のため、国から配

分された森林環境譲与税を活用し、学校施設に

国産木材を使用した机・椅子・ロッカーを購入し

ました。購入した木材備品は、羽鳥小学校・納

場小学校・美野里中学校の特別教室や特別支

援学級教室で活用します。

■森林環境譲与税とは

市町村による森林整備の財源として、木材利用

の促進や普及啓発、間伐や人材育成・担い手の

確保などの費用に充てるために国から配分され

ます。

森林環境譲与税を活用して

学校施設へ国産木材備品を購入しました

教育企画課　施設係　☎ 0299-48-1111 （内線 2213）問

納場小学校の図工室。国産木材は外国産と比べ、

密度が高く割れにくいという特徴があります。

小川公民館で美味しいコーヒーの淹れ方講座

とハワイアンキルト講座を実施しました。講座は

６月から８月の期間にそれぞれ３回行い、受講

生からは「コーヒーは淹れ方次第で全然味が違

うことを学びました」「楽しく受講できました。素

敵な講座を開催してくださりありがとう」「自宅

でも毎日美味しいコーヒーが飲めるよう日々勉

強します」「ハワイが好きなのでハワイの音楽を

聞きながらひと針ひと針作りました。楽しい時間

でした」「先生の教え方が上手でお針仕事が嫌

いな私でも世界に一つだけのバッグができまし

た」など高評価をいただきました。

美味しいコーヒーの淹れ方講座（講師　飯田　二郎氏）

小川公民館　まごころ講座を開催しました

生涯学習課　小川公民館

☎ 0299-58-3111

問

ハワイアンキルト講座（講師　今井　慎太郎　氏、大森　

智子　氏）
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（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広

報事業として実施している助成を受け、地域コ

ミュニティ活動備品を整備しました。令和６年度

は、市内のコミュニティ8団体が助成を活用して、

刈払機やテントなどの備品を購入しました。竹原

地区コミュニティでは、購入した刈払機を菜の

花・コスモス畑の環境整備活動に役立てるなど、

整備した備品は、地域コミュニティ活動の活性化

のため、各団体で活用されます。

市民協働課　市民協働係

☎ 0299-48-1111 （内線 1133）

問
菜の花・コスモス畑の環境整備活動をする竹原

地区コミュニティ

市は、 人口減少対策に重点を置いた計画とな

る 「まち ・ ひと ・ しごと創生総合戦略」 と、 市

の将来人口の目標を定める 「まち ・ ひと ・ しご

と創生人口ビジョン」の計画改定を進めています。

第 2 回有識者会議では、委員から「市民アンケー

トの調査結果をしっかり分析してほしい」 「企業

誘致を積極的に進めていく必要がある」 などの

意見がありました。 引き続き、 様々なご意見を

いただきながら、 本年度中の計画策定を目指し

ます。

小美玉市まち・ひと・しごと創生有識者会議を開催

政策企画課　企画調整係

☎ 0299-48-1111 （内線 1233）

問

９月１３日、総務省茨城行政監視行政相談センター

が身近に存在する行政への理解を深め、 行政相

談制度について知ってもらうことを目的に行政相

談出前教室を堅倉小学校で開催しました。 6 年

生を対象に行った教室では、 小美玉市行政相談

委員の大山進さん、 伊野美也さん、 島田誠志さ

んが講師として行政相談による改善事例を紹介し

ながら日常生活と行政の関わりについての講義

を行いました。 その後、 子どもたちは実際にあっ

た相談事案を基にグループディスカッションを行

い、 活発な意見交換が行われました。

行政相談出前教室を開催

秘書課　秘書広聴係

☎ 0299-48-1111 （内線 1202 ・1211）

問

宝くじの助成金を活用して

コミュニティ備品を整備しました
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紹介します！わたしの学校 よりよい教育活動に向けて

21

1 家庭科の裁縫（羽鳥っ子応援団の方と）　　2 朝の読書タイム　　3 羽鳥小運動会

3

羽鳥小学校は、今年で創立132年の伝統ある学

校です。運動会は、２学年ごとに分かれて行い、そ

れぞれのよさを活かすことができました。さらに、

ドリームバード計画では、みんなの夢と実現のた

めの目標を記入して職員室前に掲示しています。

羽鳥小学校は、私たちのやる気と夢を応援してく

れる、楽しく学べて楽しく遊べる学校です。

本校は朝の読書の時間を徹底しており、全校児

童が集中して読書活動に取り組んでいます。本

に親しむことで、思考力や表現力がより高まるこ

とをねらいとしています。また、「羽鳥っ子応援団」

として地域の方のボランティアを募り、家庭科の

裁縫や町探検の引率など、地域と学校が一体と

なって児童を育てていく活動にも力を入れてい

ます。今後も力を合わせて児童へよりよい教育を

行っていきたいと考えております。

学校紹介

羽鳥小学校

教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111 （内線 2232）問

学校教育目標 ：

よりよい教育活動を通して児童の主体性

を育む（脱 ・ やらされ感）

６年

白
し ら と

土 七
な な み

海 さん

教諭　

石
い し つ か

塚 広
こ う だ い

大 さん

■QRコードの使い方
①スマホでカメラや
　QRコード読み取りアプリを起動
②QRコードにスマホをかざす
③画面に読み取り結果が出てきたら、
　そこをタップ！

QRコードを
読み取ってみよう！

スマートフォンをお持ちの方！

広報おみたまは、より詳細な情報をお伝
えするためにホームページとの連携とし
て、QRコードを掲載しています。
※QRコードは株式会社デンソーの登録商標です

■配信内容
防災…気象情報、災害情報、避難情報
火災…出火や鎮火に関する情報
防犯…犯 罪発生情報、犯罪の予兆情報
市からのお知らせ…市 政やイベント情報

メール配信サービス
に登録しませんか？

スマホに小美玉市の情報が届く

登録方法
配信希望のジャンルを選択
して、メールアドレスを入力
すれば登録完了です。
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    過去の栄養士コラムはこちら▶

健康増進課　健康支援係

☎ 0299-48-0221

問

■家庭でできる食品ロス削減のポイント

①冷蔵庫を整理整頓する

「買い物をしてきたら、 同じ食材が冷蔵庫にま

だあった」 といったことを防ぐために、 冷蔵庫

内の整理整頓を心がけましょう。 食材の収納場

所を決めておくと、 整理整頓しやすくなります。

②使い切れる分だけ買う

お得なまとめ買いをしたものの、 使わずに期限

が過ぎてしまい捨ててしまったことはありません

か？必要な時に、 必要な分だけ買ったほうがお

得な場合もあります。

③買ったらすぐに下処理する

少ししか使わない食材は、 小分けに冷凍してお

くと便利です。

④料理を作りすぎないようにする

⑤余った料理は食べ切る工夫をする

余った料理はリメイクしたり、 冷蔵庫に保管した

りして早めに食べ切りましょう。

⑥賞味期限と消費期限をチェックする

消費期限は 「食べても安全な期限」、 賞味期

限は 「おいしく食べることができる期限」 です。

賞味期限を過ぎてもすぐに廃棄せず、 自分で

食べられるかどうかを判断することも大切です。

ID 0 0 7 5 6 2

■食品ロスとは？

本来食べられるのに捨てられてしまう食品を

「食品ロス」 といいます。 日本では、 一年間で

約５７０万トンもの食べ物が捨てられています。

これは日本で暮らす人、 一人の分量に換算す

ると、 年間約４５ｋｇです。 毎日お茶碗一杯分

のご飯に近い量を捨てていることになります。

■捨てることで、さまざまな問題が生まれる

食べ物を捨てると、 それらを廃棄するためには

多額のコストがかかります。 また、 可燃ごみと

して燃やすことで CO₂ が排出されたり、 焼却

後の灰の埋め立て等による環境負荷がかかっ

たりと、 さまざまな問題が生じてしまいます。

食品ロス削減のため、 家庭で何ができるか考

えてみましょう。

一年間で約５７０万トン！食品ロスをなくそう
栄 養 士
コ ラ ム

手
軽
に
市
政
参
加

ス
マ
ホ
ア
ン
ケ
ー
ト

市民モニターとしてパソコンやスマホから

簡単なアンケートにご協力いただきます。

皆様からの貴重なご意見は小美玉市の

まちづくりへと活用させていただきます。

市内在住 ・在勤 ・在学中で
ネット、 メールが使える
１６歳以上ならＯＫ！

詳しくは

こちらから▶

おみたまネットモニター

登録者募集中
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で
囲
ま
れ
た
方
形
を
呈
し
て
い
ま
す
。
住
宅

建
設
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ

た
幅
２
ｍ
ほ
ど
の
堀
跡
か
ら
は
、
古こ

瀬せ

戸と

の

灰は
い
ゆ
う
つ
つ
が
た
こ
う
ろ

釉
筒
形
香
炉
が
完
全
な
形
で
見
つ
か
り
ま

し
た
。
そ
の
香
炉
は
、
漆
で
継
い
で
修
復
さ
れ

て
お
り
、
１５
世
紀
の
中
頃
に
生
産
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
城
之
内
館
が
落
城
し
た
の

は
今
か
ら
約
４
３
０
年
前
、
そ
し
て
、
香
炉
が

生
産
さ
れ
た
の
は
、
約
５
７
０
年
前
、
落
城
後

に
香
炉
が
廃
棄
さ
れ
た
と
す
る
と
、
約
１
４
０

年
間
、
伝
世
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

部
室
平
遺
跡
は
、
巴
川
支
流
当
間
川
と
の

合
流
地
点
付
近
の
標
高
２７
ｍ
の
台
地
上
に
所

在
す
る
集
落
遺
跡
で
す
。
農
道
改
良
工
事
に

伴
う
発
掘
調
査
で
、一
辺
７
ｍ
以
上
の
大
型

の
竪
穴
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
出
土

し
た
土
師
器
、
須
恵
器
、
鉄
製
品
か
ら
、
律
令

体
制
が
地
方
に
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
７
世
紀

末
の
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
遺
物
で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
刀と

う
す子

（小
刀
）や
硯

す
ず
り

の
存
在
で

す
。
奈
良
平
安
時
代
は
、
紙
は
貴
重
で
あ
っ
た

た
め
、
伝
達
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は

木も
っ
か
ん簡

で
、
文
字
を
書
く
た
め
の
道
具
は
硯
や

筆
で
し
た
。
刀
子
は
木
簡
に
書
い
た
文
字
を

削
る
た
め
の
道
具
で
、
現
在
の
消
し
ゴ
ム
の
役

目
を
し
ま
す
。
部
室
の
地
に
住
む
ム
ラ
の
指
導

者
が
戸
籍
な
ど
の
文
書
作
成
に
関
わ
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（次
号
に
つ
づ
く
）

　

今
回
紹
介
し
た
調
査
成
果
は
、
玉
里
史
料

館
の
参
考
展
で
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（玉
里
史
料
館　

本
田
信
之
）

令
和
２
年
の
発
掘
調
査

　

竹
原
小
学
校
遺
跡
は
、
古
墳
時
代
前
期

（１
７
０
０
年
前
）と
平
安
時
代
（１
０
０
０

年
前
）の
大
規
模
な
集
落
遺
跡
で
す
。
発
掘

調
査
で
は
、
縄
文
時
代
（６
０
０
０
年
前
）～

江
戸
時
代
（３
０
０
年
前
）の
各
時
代
の
土

器
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
竪
穴
建
物
跡

か
ら
は
、
当
時
の
生
活
の
道
具
で
あ
る
土
器

（土は

じ

き

師
器
・須す

え

き

恵
器
）、
砥と

い
し石

、
土ど

た
ま玉

（漁
の
道

具
）、
石
製
紡ぼ

う

錘す
い

車し
ゃ

な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
他
に
も
古
墳
時
代
の
鏡
を
ま
ね
て
作
っ

た
土
製
模
造
鏡
、
１
ｍ
を
超
え
る
須
恵
器
の

大お
お
か
め甕

な
ど
の
特
殊
な
遺
物
も
出
土
し
て
い

ま
す
。

　

竹
原
天
神
遺
跡
は
、
園
部
川
中
流
域
に
位

置
す
る
標
高
２５
ｍ
の
台
地
上
に
所
在
す
る

集
落
遺
跡
で
す
。
住
宅
建
設
工
事
に
伴
う

発
掘
調
査
で
、
古
墳
時
代
中
期
（１
６
０
０

年
前
）の
竪
穴
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
、
土
師

器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
の
発
掘
調
査

　

川
中
子
の
城
之
内
館
跡
は
、
園
部
川
河

口
付
近
の
標
高
２
ｍ
ほ
ど
の
低
地
に
築
城

さ
れ
た
中
世
の
城
館
跡
で
す
。
堀
や
土
塁

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

70

　生涯学習センターコスモス　☎ 0299-26-9111

　

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
下
に
は
、

遺
跡
が
埋
も
れ
て
お
り
、
遺
構
（
建
物
な

ど
）
や
遺
物
（
土
器
、
石
器
な
ど
）
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
は
、

４
４
２
か
所
、
全
国
で
は
４６
万
か
所
の

埋ま
い
ぞ
う
ぶ
ん
か
ざ
い
ほ
う
ぞ
う
ち

蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

遺
構
や
遺
物
は
、
昔
の
人
々
の
暮
ら
し
を

知
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
が
、
埋
蔵
文
化

財
は
一
度
、
壊
れ
て
し
ま
う
と
二
度
と
元
に

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
土

木
工
事
な
ど
で
遺
跡
が
影
響
を
受
け
て
し

ま
う
場
合
に
は
、
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
で
記
録
保
存
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
２
～
５
年
に
か
け
て
実
施
さ

れ
た
７
つ
の
調
査
成
果
の
う
ち
４
つ
を
紹
介
し

ま
す
。

城之内館跡の古瀬戸香炉

お
み
た
ま
発
掘
も
の
が
た
り
（
１
）
～
令
和
２
～
５
年
発
掘
調
査
～

問

土製模造鏡

参
考
展

お
み
た
ま
発
掘
も
の
が
た
り

　-

令
和
２
～
５
年
度
調
査
遺
跡
紹
介
展-

会
　
期
　
１０
月
３
日
（木
）～
令
和
７
年
１
月

　
　
　
　
　

２６
日
（日
）

場  

所 

玉
里
史
料
館
（
高
崎
２
９
１-

３

　
　
　

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

休
館
日　

月
曜
日
（１１
月
４
日
は
開
館
）、

　
　
　
　

   

１０
月
１５
日
、
１１
月
５
日
、
２３
日
、

           

１２
月
２８
日
～
令
和
７
年
１
月
４
日
、

　
　
　
　
　

 

１
月
１４
日
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玉
里
短
歌
会

気
の
む
い
た
時
だ
け
我
に
ス
リ
ス
リ
と
寄
り
来
る
野の

ら
良
猫
の
気
ま
ま
が
か
わ
い
い

夏
つ
ば
き
桔き

き
ょ
う梗
の
花
が
お
で
む
か
え
春し

ゅ
ん
ぷ
う
ば
ん
り
そ
う

風
萬
里
荘
の
窓
は
み
が
か
れ

仰
向
き
に
川
の
流
れ
に
身
を
任
せ
移
り
ゆ
く
空
楽
し
ん
だ
夏

雷
雨
来
る
予
報
は
今
日
も
空
振
り
に
雨
な
き
畑
は
鍬く

わ

は
ね
返
す

甲
子
園
初
戦
突
破
の
霞
ケ
浦
高
校
球
児
の
元
気
を
も
ら
う

正　

木　

敦　

子

高　

田　

久　

子

松　

田　

通　

喜

野　

口　

初　

江

鶴　

町　

文　

男

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

眠
ら
れ
ず
深
夜
便
聞
く
一
人
寝
に
雨
音
だ
け
が
私
を
包
む

時
を
越
え
小
町
歩
き
し
峠
道
昔
を
偲
び
歩
く
水
無
月

処
置
室
で
ベ
ッ
ド
に
伏
し
て
医
者
を
待
つ
不
安
と
安
堵
入
り
ま
じ
り
お
り

少
し
だ
け
贅
沢
し
た
く
高
額
の
香
り
味
よ
き
新
茶
を
飲
み
ぬ

空
高
く
ク
レ
ー
ン
動
き
た
ち
ま
ち
に
梅
雨
の
晴
れ
間
を
二
階
家
建
ち
ぬ

小
川
短
歌
会

十
年
ぶ
り
の
友
よ
く
来
て
く
れ
た
み
そ
む
す
び
昔
の
よ
う
に
一
緒
に
食
べ
よ
う

潮
来
ま
で
紫
陽
花
の
花
見
に
行
け
り
赤
白
ピ
ン
ク
我わ

が

目め

の
保
養

こ
ん
に
ち
わ
髪
を
な
び
か
せ
ド
ア
が
開
く
元
気
を
く
れ
る
ヤ
ク
ル
ト
の
人

早
朝
に
ネ
ギ
の
畑
に
一
人
来
て
草
取
り
を
す
る
農
家
の
ば
あ
ち
ゃ
ん

楚そ

そ楚
と
見
え
て
そ
の
し
た
た
か
さ
ほ
そ
茎
の
風
に
従
う
に
ら
の
白
花

菱　

沼　

清　

子

菱　

沼　

友　

江

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
沢　

清　

香

佐　

藤　
　
　

正

小
野
寺　

あ
や
子

小　

川　

ヒ
ロ
子

根　

本　

智
恵
子

幡　

谷　

啓　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

校
庭
の
草
む
ら
走
り
虫
追
う
子

夏
草
や
刈
っ
て
も
刈
っ
て
も
負
け
戦

水
打
て
ば
そ
こ
に
夏
蝶
ひ
と
休
み

秋
茄
子
の
色
も
薄
れ
し
猛
暑
か
な

け
さ
咲
き
し
む
く
げ
の
花
の
白
い
こ
と

み
の
り
俳
句
会

登
り
来
て
四よ

も方
見
渡
せ
ば
風
は
秋

素
麺
の
薬
味
一
番
茗
荷
の
子

似
合
ひ
さ
う
一
寸
派
手
な
る
夏
帽
子

向
日
葵
の
ぶ
っ
と
く
伸
び
て
子
沢
山

テ
レ
ビ
前
頭
を
下
げ
る
終
戦
日

立　

原　

千　

代

塚　

田　

文　

江

友　

水　
　
　

清

佐　

藤　

清　

子

白
根
澤　

清　

香

阿
久
津　
　
　

強

矢　

口　

冨　

久

石　

田　

敏　

江

網　

代　

奈
津
江

井　

坂　

あ　

さ

欅
の
会

露
天
風
呂
万
人
の
尻し

り
と
う籐
の
椅
子

表
札
の
く
す
み
て
萩
の
乱
れ
咲
く

家
忘
る
る
や
夕
暮
れ
の
つ
く
つ
く
法
師

悩
む
子
の
瞳
に
あ
か
あ
か
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ヨーグルトや納豆を作るのに、いろんな人が関わっている
ということに気づくことができました。（中央高校での小美
玉魅力探究授業の参加生徒より）

小美玉市には、思った以上にいろいろな魅力があると思いました。
配布資料を見ていたらヨーグルトやプリン、いちごスイーツを食べた
くなりました。（中央高校での小美玉魅力探究授業の参加生徒より）

Vol.46 「地域と子どもとあいさつ」

4コマ小美玉暮らし

酪農業が盛んな小美玉市ですが、空のえき そ・ら・らで販売され
ているソフトクリームをご存じですか。濃厚で深みのある味わい
ですので、ぜひご賞味ください。環境課　江幡（入庁1年目）

干し芋楽しみにしてます！少額ですが素敵なまちづくりに
役立てて欲しいです！愛知県20代（ふるさと納税応援メッ
セージ）

作者紹介　おいちゃん

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが３か月交代で担当します。

今年小美玉市に引っ

越して来ました。趣味

で絵や漫画を描いて

います。猫が大好き

で最近は猫ばっかり

描いています。

見れるのは今だけ！地下約40メートルの導水路！

霞ケ浦導水見学会の参加者募集

■日時：11月30日（土） 午前の部 10：00～11：30／午後の部 13：30～15：00

■場所：石岡トンネル第４工区　堅倉立坑（下記案内図を参照）

　　　　　※現地集合・自家用車で直接来場可

■定員：各部30名（申込み多数の場合は抽選）

■料金：無料

■対象：市内在住・在勤（１グループ５名以内）で小学生以上

　　　　　※中学生以下は大人同伴が必要（大人１名につき２名まで）

■申込方法:インターネット、窓口（申込みは第2希望まで可能です）

　　　　　　　　※詳しくは市ホームページをご確認ください。

■申込期限:１１月１４日（木）17：00まで。抽選結果は１１月１８日（月）以降に

              メールでご連絡します。  

政策企画課　企画調整係 ☎0299-48-1111 （内線12３１）問

▼詳しくはこちら

011006ID

【案内図：霞ケ浦導水見学会場】

機材を入れる堅倉立杭

建設中のトンネル

霞ケ浦と那珂川をつなぐ導水路トンネルの工事現場を案内

する見学会を開催します。見学会では、「霞ケ浦導水事業と

は？」「事業は今どうなっているの？」といった疑問や霞ケ浦

導水事業を説明しながら、地下約４０メートルの導水路（ト

ンネル）工事現場を案内します。通水前の今しか見ること

ができませんので、ぜひ、ご応募ください。詳しくは市ホーム

ページをご確認ください。

小美玉市役所小美玉市役所

スーパータイヨースーパータイヨー

堅倉立坑堅倉立坑
（見学会会場）（見学会会場）

145

59
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▼申込はこちらこの見学会は、 国

土交通省霞ケ浦導

水工事事務所・ 株

式会社錢高組の協

力を受けて開催し

ます。


